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   Lower first premolars usually have a single root canal. These premolars are some-
times extracted expediently for orthodontic treatment and such extractions revealed 
that there were more cases than expected where the premolar has supernumerary root 
canals. 
   This means that it is highly probable that we will encounter the root canal treat-
ment of lower first premolars with supernumerary root canals. 
   Based on this idea, we observed those premolars to propose guidelines for their 
clinical treatment. The observation methods were isometric X-ray, X-ray CT and cross-
section images of tooth roots. 
   The results were as follows.  1
. Eccentric projection is effective for isometric X-ray observation. 
   2. The places of root canal orifices (hight from apex) on the buccal and lingual sides 
    at the root canal bifurcation should be carefully examined. 
   3. It is necessary to verify the junction (isthmus) between the buccal root canal and 
    the lingual root canal. 
   4. It should be considered that a groove exists on the mesial side of tooth root and 
    the width of the groove is narrow in the mesiodistal cross section. 
   5. It is necessary to be careful in filing operation because the tooth root surface in 
    the mesial groove is less calcified and less hard. 
   6. Appropriate instruments for root canal enlargement should be select. 
   From these results it was therefore suggested that the success rate of the root canal 
treatment could be increased by the thorough knowledge of the characteristics of super-
numerary root canals and cautious treatment.
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エ ツクス線CT撮 影装置QuantexRx(横河 メ
デ ィカル)1mm/1mmを用いて被験 歯の歯軸 に
対 して垂直方向か ら歯頸線 より1/3,2/3および根
尖部付近 をCT撮 影法による断層撮影を行った。
3)歯根横断面の観察(図4a～d)











お り2根管様を呈 している。また,遠 心面 も扁平
状で,根 中央部か ら根尖寄 りの根1/3付近 まで軽





部寄 りの根1/3から根尖付近 まで根面溝が存在 し,
とくに溝の中央部は深い線状 を示 して2根 管様 に
観察 される。また,歯 頸部 よりの溝は近遠心幅の





頬側面から単根管に観察 され,頬 側か ら舌側 に
向かって近遠心幅が徐々に狭くなっている。根尖
1/3が遠心方向に強 く轡曲 している。近心面はb
歯 と同様 に板状で歯頸部寄 りの根1/3から根尖付
近まで根面溝があり,特 に溝の中央部は深い線状












































ら根1/2まで広 く,そ の部か ら頬側根,舌 側根の
歯髄が極端に細 くなって根尖にまで走行 している
ように観察 される。近心方向か らでは歯髄は根管
口か ら根尖1/3までが髄室の ように広 く,そ こか





付近 まで連続 しているように観察 され,髄 室か ら
頬側へ歯髄が細 く根尖 まで走行 している。また,
舌側へ も歯髄が根尖1/3付近 まで走行 しているの
が確認できる。近心方向からでは髄室が根尖1/3











がっている。遠心面 も板状根様 を示 し,浅い根面
溝様の凹みが歯頸部から根尖方向にかけて2本 確







した像の外形は頬側を大 きく,舌側 を小 さくした
細長い丸みを帯びた5角形で,近 心側 をえぐった
形態を示 し,近心の根面溝 と頬側の根管が透過 し
て連続 してい るように観察できる。 また,同 部位
の頬側根管は円形 を示 しているが連続 していない。
舌側は小 さな円形 をした根管が確認でき,根 の外
表面 と根管内壁が低石灰化のため薄 くぼやけて観
察 され る。根2/3部分は頬側根管が円形 に観察 さ
れるが,舌 側根管では確認できず,低 石灰化部分
が丸 くぼやけている。根尖部付近で歯根は楕円形




した像の外形は頬側が平坦で,舌 側 を2面 にした
5角形様で,遠 心の少 し頬側寄 りに凸面が存在 し,
近心は舌側寄 りから根の中央内部に向かって溝の
入り込みが観察 される。頬側の中央部には丸形の
根管が明瞭に確認 されるが,舌 側には根管 らしき
透過像 は観察 されない。根2/3部分は外形 に観察
された遠心の凸面は観察 されず,近 心の根面溝は








歯髄 と連続 しているように観察 される。近心方向
か らでは髄室が根1/2付近で頬側 と舌側に分岐 し,
頬側歯髄は徐々に細 くなって根尖 まで走行してい
る。舌側歯髄 も頬側歯髄 と同様に徐々に細 くなっ
て走行 しているが,根 面溝付近の透過像によって




に幅を狭 くし,1直 線様に根尖 まで太 く走行 し,













のやや黒色 を呈 した歯質に接 しているのが観察 さ
れる。
4)d歯 について(図4d>
頬側2面 の5角 形様の頬舌的に長 く舌側が徐々
に狭 くなった楕円形の外形で,遠 心側の中央部が
凸状を示 している。根管は外形に相似形で頬側が











本来,下 顎第一小 臼歯の根管は円錐形 をした単











が予想 される。 しかし,2根 管の場合はどこが根
管 口で,ど こが根管の分岐部であるのか,根 管口










さい5角 形様で,近 心の舌側寄 りが少 し扁平に観
察 される。根管は外形に準 じて中央に5角形様の




















歯根 はC字 状に圧扁 されたような形態 を示 し,
近心面の溝が頬側方向に陥入 している。その溝に
相当する部分の歯質は色調が異なってやや黒色を
呈 している。根管は頬側が半円様 を示 し,舌側 は




の舌側寄 りか ら溝が頬側方向に陥入 し,溝に相当
する部分は色調がやや黒色 を呈 している。頬側根
管は小 さな円形を示 し,その周囲の歯質は他 と異
なり黒色を呈 している。舌側根管は線状様の楕 円
形 を呈 し,やや黒色 を呈 して観察 される。頬側 と






























るため,根 管の形態に沿わず直進 して穿孔す る危




比較 して弾性に富んでいるが,湾 曲根管に挿入 し





























根尖1/3部分の横 断面を見 ると根管周 囲および
頬側根管と舌側根管を結んで見える線は白く,根





あることが記 されてい る2)。なお,d歯 における
単根管は根尖が未完成様であり,横断面の近心根
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深 く根管治療を行 うことによって,根 管治療の成
功率が高くなることが示唆 された。
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